
みんなが学び交わり成長する 文教のまち大垣
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令和6年4月 8日、西濃地域初の義務教育学校である大垣市立上石津学園

が開校しました。                          :
祝砲となる打ち上げ花火で始まつた開校式では、教育長による開校宣言の|

のち、市長から新しい校旗が授与されました。式典では、岐阜県立大垣商業高|

校吹奏楽部の演奏に合わせ、校歌などの全校合唱を行つたほか、同吹奏楽音勝

による開校記念演奏も披露され、開校に華を添えて

いただきました。

上石津学園では、地域の願いや子どもたちの強み、

課題か虫 3つの特色ある教育を行つていきます。

1つ 目は、「自ら学び、考える力を育てる教科の学習」

で、確かな学力の育成を目指します。

2つ目は、「探究的な学びを身に付け、実践力・推進

力を育てる総合的な学習の時間」で、児童生徒自身が機‐‐業‐‐i::

‐1螂1大軍Fユ与百峙替甲閑柱式

主体的に判断し、よりよく問題を解決する力の育成を   ~~‐ ~‐‐~‐‐‐‐~~‐ ‐‐‐~‐‐~・‐~‐・~‐

目指します。

3つ目は、「豊かな道徳性や人間性を醸成する教育

活動」で、義務教育学校の持ち味である幅広い年齢層

を生かした異年齢集団での活動を通し、様々な人とつ

ながり、関わりながら生きる力の育成を目指します。.‐‐i‐
.:‐111:||||1瑣|

現在、上石津学園では、ランドセル姿と学生服姿が混ざり

合つた登校風景や、1年生の話を9年生が腰をかがめて聞く

風景など、これまでにない新鮮な風景が見られます。そして、

それが、少しずつ日常となつてきています。

大きな変化の中で迎えた新学期でしたが、新たなものを創り

出し、良い学校にしていこうと、児童生徒と教職員が、元気、

やる気に満ちています。

1人の校長のもと、義務教育9年間の学校教育目標を設定し、

学年区分の柔軟な採用のほか、系統的かつ連続的な教育課程を

編成・実施できる学校です。
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麟魔1諏:議事業者行いま

事業を行いました。

卒業生有志による、階段アート、黒板アート、ポストイットアートの制作、そして

昭和 ]8年からの卒業写真約90枚が、校舎を使つて展示されました。400人を

超える来校者があり、久しぶりの校舎を懐かしむ声、思い出話が聞こえてきました。

また、地域との合同運動会後にバルーンリリースを行いました。「ありがとう

牧田小学校」のかけ声とともに、約600個の風船が一斉に空に舞い上がりま

した。色とりどりの風船が空高く伊吹山のほうへ飛んでいく様子は、風船一つ

一つに一人ひとりの母校の思い出と感謝の気持ちが乗つているようでした。

「ありがとう牧田小」の

思いをのせて
～バルーンリリース

私たちはいつまでも

牧田小の卒業生
母校に帰ろう～

スクールカミングデー

最後の運動会の日に、ドローンによる写真撮影を実施しました。地域の皆様に参加していただき、総勢

160人以上でグランドにつくった「ありがとう」の人文字と校舎を写真に収めました。

また、記念誌「しゃくなげ」の製作は、「―之瀬小の歩み」を振り返る営みとなりました。沿革史を基に

年表を再構成し、懐かしい校舎や行事、年ことの卒業生の集合写真などを集め、過去の文集から児童の

作品を選りすぐって掲載しました。関係の皆様からいただいたメッセージとともに、いつまでも心に残る

ものとして、大切にしたいと思います。

地域の方と一緒に作つた人文字 親子で閉校記念作品作り



令和 6年 3月 9 に、閉校記念式典を開催しました。当日は、

3月 としては珍しく雪が舞う日となりましたが、多くの方々にこ

参加いただき、地域の方々と強い絆で結ばれ、楽しく生活でき

た思い出は永遠であることを実感しました。

第2部の「感謝の会」では、子どもたちが多良小自慢の発表を

しました6これまで学校を支えてきてくださつた皆様に感謝の

思いを伝える姿は、とても心を揺さぶられるもので

した。また、思い出のビデオ鑑賞や、迫力満点だつた

参加者全員での

校 歌 の 大 合 唱 。

|■■・

改めて人は人 に

と感 じる ことが

できた式典とな

りました。

支えられている 辣勒

た島41お 、ンi多 典小・ま接1覇 ::支記念武典

閉校記念式典 校旗返納 感謝の会の様子

夏休みに、時小デイキャンプを行いました。たくさんの方が見守る中でのり| 遊びでは、「小さな学校

大きな家族」を実感しました。また、カレーライス作りやキャンプフアイヤー、夜の校舎で「時小きもだめ

し」などを楽しみ、心に残る思い出となりました。

3月 には、時地区文化祭を実施しました。子どもたちは地域の方と伝承遊びを楽しみ、多くの方に校舎

内を見学していただくことができました。雪の中でのメモリアル花火も忘れられない思い出です。

地域の方とともに創りあげた閉校記念事業の数々から、時地区の方々の学校に対する熱い思いを

感 じました。

たくさんの方が見守る中で川遊び メモリアル花火

上石津中学校閉校に際し、P〒Aの皆さんを中心 閉校記念誌を作成しま

した。各年代の卒業生や歴代校長からのメッセ ジ、上石津中学校の歴史や

様々な事柄の変遷など、50年の歩みを振り返つたものとなつています。

閉校記念誌
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こんな思いをもってし`るあなた。

気軽に「とまり木教室」をのぞいてみませんか?
。「しばらく休んでいて、学校に行きづらい…」

・「今は、先生や学級の仲間と会いづらい…ョ
・「離かに話を開いてはしい…」

「 とま り木教室 で し方は こん じ

■|,t,I

午前中の 1人 タイムで. クロスヮー ドパズル.

昼は相談員 と一緒に、」寺ってきた弁当を食べて

午後、相談員とオセロしてか ら帰宅.

111,II:1.

1人 タイムでは相談員とペーバークラフ ト制′
|.

その後はみんなで トランブ.

お昼に、迎えの保護者 と一緒に帰宅.

r好 きな こと」「やってみたヽヽ こと」 を
自分で決めて、 自分のペースで 1

.自 分が決めたことを、自分のペースで行いながら過 ごすことが
できます。 (集 団での活動の時間もあります)

夕ξ馬
間は自分で決めます。(好 きな時に来て、好きな時に帰

服装は自由です。
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絵を描くことが好き        |
自由画  塗 ''絵  など

何 か を作 る活 動 を した い
ベーバークラフト .木製組み立て工作
アイロンビーズ   簡単な料理  など

他の人と楽しめることがしたい
ボードケーム  トランプ ・オセロ  カードゲーム

楽器て演奏  バ ドミントン  卓球  など

学習に集中したい
ドリル  ・ ワーク  タブレントを使 った学習  など
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大垣市部活動
地域移行基太構想

〒503…8601 大垣市丸の内2丁目29
大垣市教育委員会 丁EL(0584)47¨8022(直通)FAX(0584)82¨6385

Ernall:kyOuikusyonluka@city.Ogaki.lg,ip

― 法務省 人権啓発キャッチコピー ー

「誰か」のことじゃない。


